
0.03 0.04平均値 40.88 41.24 39.02 39.57 41.29平均値 55.38 56.07 55.87 56.81 57.34

全体総括

供用開始後30年以上が経過し、今後は、浄水場の更
新期を迎えることによる大規模改築や危機管理対策
として管路の耐震化等を行うことにより、莫大な費
用がかかることが予想される。経営環境は厳しさを
増すことが見込まれていることから、設備更新の際
はダウンサイジング等の対応が必須となる。
また、近年の人件費や物価の高騰による営業費用の
増加もあることから、施設全体の計画的な機能保全
とライフサイクルコストの低減を進め、効率的な経
営を行う必要がある。
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2. 老朽化の状況

平均値 63.89 64.70 65.38 68.25 68.15平均値 44.67 41.71 47.02 47.40 47.60平均値 33.23 31.60 33.26 32.87 34.10平均値 96.49 101.92 98.05 100.19 99.63

当該値当該値 79.29 78.48 82.72 81.16 89.00 34.47 35.13 35.80 33.80当該値 17.82 18.35 17.79 17.42 14.75
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2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、類似団体平均値より
高い数値となっており、管路更新率が低い状況にあ
る。今後計画的な更新を図っていく必要がある。
②管路経年化率及び③管路更新率はともに0.00％で
あり、今後、施設整備等について経営計画を踏まえ
た適切な管路の更新を実施していきたい。
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当該値 63.06 63.70 60.40 61.74 56.17

R03 R04 R05 R06

平均値 444.01 413.29 408.48 383.72 356.59平均値 771.18 815.18 808.62 717.27 676.82平均値 68.38 66.13 70.21 67.70 65.61平均値 110.04 115.00 110.28 111.15 110.69

当該値当該値 561.34 566.36 572.46 560.41 616.0790.84
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は100％以下で、類似団体平均値と
比較して低い数値となっている。要因として先行投
資・ダムの減価償却費である。
②累積欠損金比率は類似団体平均値より高い数値で
ある。要因として「設備投資型」事業の減価償却費
で横ばい状態にある。
③流動比率は、類似団体平均値と比較し高い数値で
あり100％以上で年々増加傾向にある。今後老朽化
した設備の更新があり、現金の減少が予想されるが
100％以上を維持できるようにしたい。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均値よ
りやや高めである。企業債残高は順調に減っている
が、給水収益も減っている。今後更新等の際に企業
債残高が増える可能性があることを考慮し、収益を
確保し続ける必要がある。
⑤料金回収率は、経営負担金（協力金）を加えても
100％以下であり類似団体平均値と比較しても低い
数値となっている。要因として、費用の中で固定費
が占める割合が大きいと考えられる。
⑥給水原価は、類似団体平均値と比較し高い数値と
なっている。ダムから水源を確保していることか
ら、企業債利息及び減価償却費が高いことが要因で
ある。
⑦施設利用率及び⑧契約率は、類似団体平均値と比
較し低い数値となっている。工業用水道事業の場合
実使用水量と契約水量が乖離しているため、契約水
量の増量が必要である。
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当該値 104.00 103.33 99.77 102.34

類似団体平均値（平均値）

- 72.0 16 5,070 民間企業出身 【】 令和6年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 15,000 小規模 1 2,212 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和6年度決算）
茨城県　高萩・北茨城広域事務組合

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.29】
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③流動比率(％)
【439.16】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【227.97】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【52.31】
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⑧契約率(％)
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